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このルールブック
背景

Taunusの端にある小さな村で伝統的な行事のリンゴ収穫祭が近づいてきた。
リンゴ農夫は村の果樹園に集まり、一番新鮮なリンゴをとろうとする。赤・黄・緑・青のリンゴが木になっていて、とってもカラフルです。どっちの区画から収穫すべきかを決定できる市長の指示の下で、リンゴが摘まれます。しかし、全てのリンゴが人気があるかというとそうでもなく、各区画から摘み取るのは１回だけなので、議論が沸き上がる事は必至です。
ゲーム盤
ゲーム盤はいくつかの異なったセクションに分けられている。外周はプレイヤーの駒が移動するルートで、始まりと終わりはリンゴの絵の描かれたマスです。
ボードの中央には5x5の区画の果樹園があり、ここで収穫を行います。農家には山札を置き、納屋は捨て札置き場です。
ゲームの準備
赤いリンゴ農夫がスタートプレイヤーです。スタートプレイヤーはリンゴを受け取った後、ゲームのセットアップを行う。各駒をスタートの位置に置き、２５の区画には収穫マーカーを置く。
スタートプレイヤーは任意の区画に市長を置く。
リンゴカードをシャフルして、裏向きに農家に置く。各プレイヤーは１０枚１セットの口論カードと４枚のリンゴカードを受け取る。山札の一番上のリンゴカードをめくり、表向きにしておいておく。
最後に、プレイ人数によりますが、果樹園から収穫マーカーを取り除く。
マーカーを、手番順に１つづつ除去していきます：
４～６人ゲーム・・・全員１つ除去

３人ゲーム・・・全員２つ除去（２ＲＯＵＮＤ）
ゲームの目的
一番最初に外周を１周した事が勝ち。誰も一周できなかった時は、最後のリンゴカードをプレイされた後、一番ゴールに近い人が勝ち。
得点
このゲームでは得点はもらったり使ったりする。得点はチップやお金ではなく、駒の移動で表現する。獲得した時は前進し、消費した時は、それに対応する分だけバックする。マイナスになる事もあります。
ゲームサマリ
各ラウンドは以下の３つのフェイズからなる。
１．りんごカードを買う、もしくは１枚裏向きにプレイする。
２．市長を動かす
３．収穫と口論
各ラウンドの終わりにリンゴを次のプレイヤーに渡し、その人がスタートプレイヤーになる。

リンゴは時計回りに移動していく。
Phase1: りんごカードを買う、もしくは１枚裏向きにプレイする
スタートプレイヤーから順番に、買うかプレイするか、どちらかの選択を行う。
A)リンゴカードを買う
プレイヤーは山札の表向きのリンゴカードを買う事が出来る。このカードを購入する事で、後のターンにその色単色のリンゴを購入する権利を得る。
購入価格はリンゴカードの色や市長の位置によって決まる。金額は市長のいる場所の端に書かれた数字の半分に対応しています。これには４つの可能性（上下左右）がありますが、リンゴカードと同色のものが適用されます。４色書かれたリンゴはJokerで常に３点です。
リンゴカードを購入した後、次のカードを山札からめくって置く。
例(p.5)
市長がBMの印のところにいます。購入価格は：
赤：２点

青：１点

黄：１点

緑：３点
B)リンゴカードのプレイ
もし、一番上のリンゴカードを買いたくない時は、自分のリンゴカードを１枚裏向きにしてプレイしなければならない。このカードは自分の前に置いておき、第３フェイズまで残る。リンゴカードをプレイした人のみ収穫（つまり、ポイント獲得）できる。リンゴカードが手札に無いプレイヤーは、必ず山からカードを購入しなければならない。
Phase2: 市長を動かす

スタートプレイヤーは市長を隣接する、まだ収穫されていない区画に移動させる。移動は、タテ・ヨコ・ナナメのいずれかです。もし、隣接するマスが全て収穫されている場合、任意のまだ収穫されていない区画に移動させる。
収穫された証として、市長が移動した時に、元いた場所の収穫マーカーを取り除く。
例外：ゲーム開始時に市長の置かれた場所では、収穫は行われないため、除去しない。
Phase3: 収穫と口論
Phase1でプレイされたカードをいっせいに公開し、収穫を行います。
全員が収穫されるマスに応じたポイントを受け取る。得点は市長がいる場所とプレイしたカードに対応する果樹園の端に書かれた数字です。
例(p.6)
市長がBMの印のところにいます。獲得ポイントは：

赤：5点

青：2点

黄：3点

緑：7点
つまり一番得点が入ると思われるリンゴカードをプレイするのが一番です。
しかし、注意が必要です：
１区画で収穫されるリンゴは各色１人だけです！！
もし、２人以上のプレイヤーが同じ色のカードをプレイした時、口論が起こる。
その議論の勝者だけが収穫ができ、残りの参加者はもらえない。
もし、ジョーカーをプレイした時は、自分の色を選択できる。もちろん、口論に参加する事になる色を選択しても良い。
もし複数プレイヤーがジョーカーをプレイした場合、スタートプレイヤーから時計回りに色を選択する。
例(p.7)

市長は緑７、赤５、黄３、青２にいる。プレイヤー１が緑リンゴを出し、プレイヤー２が新しいカードを引き、プレイヤー３が緑リンゴを出し、プレイヤー４がジョーカーを出した。
始めにプレイヤー４は収穫の色を決める。緑が一番得点が高いが、口論に巻き込まれる。よって、赤を選択して、口論に巻き込まれる事なく５点獲得した。プレイヤー１と３で口論が発生します。
全ての使用したリンゴカード（口論の敗者も含む）を捨て山に置く。山札が無くなったら捨て山を切り直して、山札を作る。
これでラウンドは終了となり、左隣にリンゴは移り、彼がスタートプレイヤーになる。
口論
もし、２人以上の人が同じリンゴカードをプレイしたら、口論が起こる。
口論の全参加者は裏向きにカードをプレイする。口論カードは１～１０の価値があり、一番大きいカードを出した人が口論に勝つ。口論に勝つ可能性を高めるために、ダイスを３つまで買う事ができる。
振ったダイスの合計にプレイした口論カードの合計を足したものがプレイヤーの口論値となります。
しかし、全てのモノには価格がある。ダイスを振る度に２点減点する。この支払いはダイスを振る事を決めた瞬間に行われる。よって、ダイスを振るかどうかを慎重に検討しなければならない。
口論の最中にターン順はありません。誰もがダイスを買う事ができますが、３つまでしか買えない。
よって、誰もが他人の行動を見て判断できる。但し、１度ダイスを購入したら、再購入はできない。
よって、ダイスを買う時には、何個買うかを決めなければならない。同様に、カードを１度伏せたら、もう交換はできない。
全員がダイス購入をするかどうか決めた後、口論が実施される。全ての参加者はカードをめくり、（もしダイスを購入したなら）ダイスを振り、合計を計算し、一番得点の多い人が口論に勝つ。
同点の時は同点の人だけで新たな口論が起こる。全てのカードは除去され、ダイスを戻してやり直す。
訳者注）新たな口論カードのみで勝負。３個までのダイス購入は可能という解釈をしてます。

この口論は勝者が決まるまで続きます。複数の口論が発生する可能性もあります（例えば、赤リンゴと青リンゴ）。これらの口論は任意の順番で解決していきます。
使用した口論カードはゲームから除外します。１つの口論で使用される口論カードは１枚だけです。
プレイヤーが１０枚の口論カードを使い切ったら、もうカードプレイはできない。但し、ダイスの購入で口論に勝つ可能性はあります。
例）プレイヤー１は８を裏向きで出し、プレイヤー３は残っているカードの中で最大の６を出します。
なぜなら、このカードは低いもののダイスを買うからです。プレイヤー１は、８では負けるかも知れないのでダイスを１つ買った。
プレイヤー１は３を出し、プレイヤー３は４を出した。プレイヤー１の勝ちです。
プレイヤー１は８＋３で１１で、プレイヤー３は６＋４で１０になります。もし、プレイヤー３が５を出していればゲームからプレイしたカードを除去し、ダイスを戻し、新たな口論ラウンドが始まっていた事でしょう。
バリアント：賄賂
プレイヤーは市長を別の方向に移動できれば良いのにと思う事が良くあるでしょう。
スタートプレイヤーが移動した後、スタートプレイヤーに２点まで支払えば、市長を元の位置に戻した後、賄賂を払った人が市長を任意の位置に動かす事が出来る。もちろん、この移動は合法的なものでなければならない。賄賂の授受に順番はありません
訳者注：複数のプレイヤーが２点スタートプレイヤーにオファした場合のルールが不明瞭です。
このルールを採用する場合、スタートプレイヤーに（近い／遠い）人に優先権を与えるか、２点の制限を取り除くか、ダイスで決める等、事前にプレイヤー間で決めておくのが良いでしょう。
戦略上のヒント
口論は高く、できる事なら避けたい。特に口論カードは数に限りがあり、使い切ったらもう使えない。
ダイスはうまく使えば、ブラフにもなる。どうすれば口論を避けれるか？
これは単純な事で、謙虚になる事です。一番得点の高いリンゴは口論に巻き込まれる可能性が高いので危険です。
スタートプレイヤーの右側の人（手番が最後の人）は、他のプレイヤーが収穫したかどうか観察するチャンスがあります。もし収穫が多く行われているのなら、カードを購入すべきかも知れません。
ジョーカーは価値の高いカードです。収穫する人が多い時に効果を発揮するでしょう。
リンゴカードは収穫から閉め出されないようにするために手札に充分あるべきです。
2005/01/24
訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)
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